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地学セミナｰ｢つくば隅宿のミクロの世界｣

今年になって2回目の土曜開館日にあたる1月25

日に,｢学園都市の自然と親しむ会｣主催の地学セ

ミナｰ｢つくば明石のミクロの世界｣が,地質標本

館映像室にて開催され,奥山康子地質標本館主

任研究官が講演を行いました.講演では,昨年1

月7日につくば市一帯に落下した｢つくば明石｣の

岩石学的な特徴,つまり,この明石を構成する鉱

物と,明石の組織の特徴が,多数の偏光顕微鏡写

真や電字顕微鏡写真を使っでわかりやすく解説さ

れました(写真1).講演に引き続き宇宙にちなん

だビデオ｢火星に生命を探る｣(アメリカ航空宇宙

局作成)を上映し,その後質問をいくつか受けまし

た.参加の方々は,つくば明石が起源の異なる物

質の混じりあったものであるという点に大きな興味

を抱いたようで,この点について質問が集中しまし

た.

セミナｰの最後には,つくば明石のレプリカに触

れるコｰナｰを設けました.このレプリカは,佐藤

喜男地質標本館主任研究官作製のもので,本物の

噴石の形だけではなく,重量も正確に再現されて

います.多くの参加者がレプリカを手にし,｢案外

重いね｣などという感想をもらしていました.宇宙

物質が地球の岩石とちょっと違うことが,わかって

いただけたのではないかと思います.

(坂野靖行,利光誠一)

地圏情報棟玄関ロビｰの展示標本一鉱物編一

地質標準課の研究室が並ぶ地圏情報棟の玄関

ロビｰにおかれた3個のガラスケｰスに,鉱物･岩

石･化石の見事な標本が展示してあるのにお気づ

きでしょうか(写真2)?この標本の展示は,地圏

情報棟の完成と地質標準課研究室の移動とともに

始まりました.向かって左側のケｰスには化石の標

本が,中央と右側のケｰスには鉱物の標本が,そ

れぞれ収められています.今回はこのうち鉱物標

本について,ご紹介いたします.

まず右側のガラスケｰスには,上2段に日本の各

種金属鉱床からの鉱石鉱物と脈石鉱物の結晶を

陳列しています.標本は地質標本館の展示室で見

るものより小さ目ですが,結晶の美しさではひけを

取りません.上から3段目に置かれた妙見山産レ

ピドライトと山ノ尾産アルマンディンは,茨城県を

代表する鉱物です.両者とも,展示標本ほどの質

の物は望めないにしても,今でも現地で採集がで

きるのはうれしいことです.一番下の段には,住

友金属鉱業株式会社寄贈の鹿児島県菱刈鉱山産

金鉱石が置かれ,一段と人目をひいています.

中央のガラスケｰスには,外国産鉱物標本が収

められています.地質標本館の展示標本は可能な

限り日本産のものを使うようにしているため,外国

写真2地圏情報檸ロビｰの標本展示.
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写真3自榴石結晶標本(トルコ産).ラベル立ての横幅

は9Cmで,自榴石結晶はほぼ野球ボｰル大で

ある.

写真4パキスタン産角閃岩標本(さしわたし約30cm).

六角形状に見えるのが,数Cm大のざくろ石斑状

変晶.

座標本はどうしても割を食う傾向があります.地圏

情報棟での展示は,この点を補う意味でも重要で

す.展示中の標本は,1段目の旧ソ違産ウパロバ

イト,ピンク色が美しいメキシコ産グロッシュラｰと

アメリカ,スイｰトホｰム鉱山彦菱マンガン鉱,3段

目の微斜長石(アマゾナイト)など,購入したものだ

けではありません.海外との共同研究プロジェクト

に伴う調査などで採集された標本や,地質調査所

を来訪された方からの寄贈晶の一部も,ここに展

示されています.2段目のコｰルマン石をはじめと

するトルコ産の鉱物標本は,トルコ鉱物資源総局

へ派遣された職員が採取したものです.その中の

自榴石は地味な白色の鉱物ながら,野球ボｰル大

のサイズの標本は他の産地ではめったに見られな

い点で,貴重です(写真3).トルコ産鉱物標本に

並んで展示されている自然銀の標本は,地質調査

所来訪のモロッコ鉱山公社総裁を通じて寄贈され

たものです.一番下の段に置かれた南アフリカ産

自金鉱石は,株式会社田中貴金属から寄贈されま

した.その左隣には,ゲンコツ大の真っ赤なざくろ

石を含む縞状角閃岩の一抱えもある標本が置か

れ,一段と人目をひいています(写真4).これは,

パキスタンとの国際共同研究で採取されました.

パキスタン北部は,インド半島とアジア大陸の衝突

の最前線にあたり,大陸地殻同士の衝突のテクト

ニクスを研究するには絶好のフィｰルドです.日本

国内では見られないような粗粒の角閃岩と大型の

ざくろ石斑状変晶は,衝突のすさまじさを物語るか

のようです.これに比べると,さらにその左隣のイ

タリア･アルプス産パイロｰプと母岩0)白色片岩の

標本は,いかにも地味ではあります.これはアルプ

ス山脈形成に伴う超高圧変成作用の産物で,シリ

カ鉱物として石英の高圧相であるコｰス石を含む

のが大きな特徴です.赤ちゃんの頭人のパイロｰ

プは,自形の結晶をなし,化学的には96-98モル%

のパイロｰプ成分からなる極めて純度の高いもの

です.もっともこの純粋さゆえに,ぎくろ石の特徴

ともいえる真っ赤な色は発せず,展示標本に見る

ように上品なピンク色にとどまって人目をひかなく

なったのは,皮肉なことではありますが….

一番左側のガラスケｰスに収められた化石標本

については,また改めてご紹介したいと思います.

また,これらガラスケｰスの向かい側には,電子

技術総合研究所から寄贈された南極の岩石が,ケ

ｰスに収められて置かれています.これは5億年

の年代を持つ花筒岩質片麻岩で,南極の厳しい気

象のもと,風化によって形作られた蜂の巣状の構

造が見事です.(奥山(楠瀬)康子,遠藤祐二)

新着標本一大森標本一

地質標本館は,地質調査所元職員の大森江い

さんと散大森貞子さんから,宝石標本の寄贈を受

けました.｢大森標本｣は,宝石鉱物の約1,200束の

カットストｰンとほぼ同数の原石標本から成ります.

カットストｰンは登録を完了し,原石標未について

も作業は進行中です.地質標本館ではこの｢大森

標本｣のご紹介のため,特別展示｢ジェム･ストｰン

の魅力一大森標本｣を,この夏に開催の予定です.

ご期待ください､(奥山(楠瀬)康子,豊蓬秋)
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